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る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
導
入
と
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
連
邦
政
府
関
係
者
の
認
識
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
が
国
は
、
御
指
摘

の
「
中
射
程
、
及
び
短
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
廃
棄
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
間
の
条
約
」

の
当
事
国
で
は
な
く
、
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

四
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
連
邦
政
府
関
係
者
の
認
識
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し

て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
基
本
方
針
の
下
、
平
和

条
約
締
結
交
渉
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

一



陸
上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
国
は
、
米
国
の
み
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
我
が
国
以
外
に
陸

上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
国
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
現
在
、
陸
上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
構
成
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
陸
上
配
備
型
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
維
持
、
運
用
等
に
必
要
と
な
る
経
費
の
具
体
的
な
額
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


